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【目的】座位行動と体力について、日本人高校生を対象にした先行研究は見あたらない。また、
その関連を生活習慣で調整した研究は見られない。よって、本研究では、高校 2 年生の一日のテ
レビ (TV) 視聴時間（TV ゲーム・パソコン含む）（以下、スクリーン時間と定義する。）・学校以
外での一日の平均勉強時間（塾も含む）（以下、勉強時間と定義する。）と筋力、持久走の関連を
横断的に検証した。 
【方法】対象者は、東北地方にある F 高校 2 年生 935 人（男子 417 人、女子 518 人）である。体
力測定は、2010-2013 年、各年 6 月に市内の陸上競技場または校庭で実施した。スクリーン時間、
勉強時間、BMI、他の生活習慣を自記式アンケートにて調査した。筋力は握力・立幅跳で、心肺
体力は持久走(男子 1500m, 女子 1000m)で評価した。統計解析については、スクリーン時間、勉
強時間を説明変数、筋力・持久走を目的変数とし、共分散分析を用いた。 
【考察】長時間の座位行動で下肢の筋収縮が起きない不活動状態になることが指摘されている。
本研究のスクリーン時間と体力の関連について、座位時間が長くなることでエネルギー消費が少
なくなり、BMI増につながり、その結果持久走のタイムに影響を及ぼした可能性がある。特に女
子の場合は、エネルギー消費減少と身体の成長に伴うBMI増、脂肪蓄積の影響が増幅した可能性
が示唆される。また、勉強時間と体力の関連について、徒歩、自転車など下肢を動かす通塾によ
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り、上述の筋収縮のない状態が打ち消された可能性が示唆される。このことは、下肢の筋収縮と
関係あると思われる持久走、立幅跳に影響を及ぼした可能性がある。 
【結果】スクリーン時間と体力に関しては、潜在的な交絡因子（BMI、勉強時間、他の生活習慣、
運動部活動所属の有無、身体活動量）で調整後、持久走で男女いづれも有意な強い負の関連が認
められた（p＜0.001）。また、握力に関しては、女子で有意な負の関連が認められた（p＝0.003）。
立幅跳は、男女いづれも関連が認められなかった。勉強時間と体力に関しては、潜在的な交絡因
子（BMI、スクリーン時間、他の生活習慣、運動部活動所属の有無、身体活動量）で調整後、男
子握力で有意な負の関連が認められた（p＝0.012）。しかし、そのほかの種目と勉強時間に有意な
関連は認められなかった。 
【結論】座位行動の違いで、関連に差異が認められた。スクリーン時間と男女の持久走および女
子の握力で負の関連が認められた。勉強時間と男子握力で負の関連が認められた。 
 
 
 

